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Westerlund 2 / HESS J1023-575方向のアーク・ジェット状分子雲のCO(J=2-
1,1 -0)高分解能観測
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銀河系内の腕に位置する大規模星団Westerlund 2は、O型星以上の星十数個を含む約 4000太陽質量の星で構成
され、大質量星による周囲の星間物質への影響を解明するうえで最適な研究対象である。2007年には同方向にて
H.E.S.S望遠鏡により広がったTeVガンマ線源HESS J1023-575が発見され (Aharonian et al. 2007)、また、なん
てん電波望遠鏡の 12CO(J=1-0)サーベイデータより、アーク状とジェット状の分子雲の存在が報告された (Fukui
et al. 2009)。直線状分子雲の軸は TeVガンマ線源の中心を通り、アーク状分子雲はガンマ線源の縁に沿って分
布することから、分子雲とガンマ線源は付随関係にあり、星団のメンバーによる超新星爆発やパルサー星雲など
の同じ現象で形成された可能性が高い。アーク、ジェット状の分子雲を高分解能のMopra望遠鏡を用いて 12CO,
13CO(J=1-0)で観測し、分子雲の詳細な構造を約 1.3 pcの分解能で明らかにした。また、NANTEN2を用いて、
より高励起の回転準位遷移線 12CO, 13CO(J=2-1)で観測することにより、分子雲の励起状態を明らかにした。そ
の結果、ガンマ線源に最も離れたジェット状分子雲の先端で、12CO(J =2-1) /12CO(J=1-0)比が 1を超える事が
わかった。さらにこれらの観測より、分子雲の一部の領域において温度・密度の導出を行ったので報告する。


